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[日 時]▶▶▶ 2024年1月28日（日）13：00～16：30

▶▶▶ 飯田橋セントラルプラザ会議室

※ 会場参加が難しい方は、オンライン（Zoom）で参加できます

[会 場]

後援：男性介護者と支援者の全国ネットワーク
一般社団法人日本ケアラー連盟

03-3235-1171 03-3235-0050

令和5年度 家族介護を考えるつどい

参加費無料

先着100名

※ 要事前申込

お問い合わせ TEL FAX
東京ボランティア・市民活動センター（早川・熊谷）
東京都社会福協議会 地域福祉部（西嶋）

～介護と家族の多様な関係を見つめなおす～

[主 催]▶▶▶ 家族介護を考えるネットワーク
（連絡先：東京ボランティア・市民活動センター）

（受付12時30分～）

介護を必要とする高齢者と、介護や見守りをする家族によって各地で開かれている介護者の会やサロン、
ケアラーズカフェの参加者・世話人、世話人と一緒になって介護にかかわる家族を支えているNPO・ボランティ

アグループ、社会福祉協議会や福祉施設、地域包括支援センター、行政が集まって、よりよく家族介護者（ケ
アラー）を支える方法を考えるつどいです。
いま、家族介護をめぐり、次のような状況が広がっています。

★高齢者だけでなく、病気や障がいのある人がいる家庭も介護を必要としている
★介護や見守りをする家族は、高齢者はもちろん、働きに出ている世代、きょうだいや子ども（ヤングケアラー）
など幅広い年代に及んでいる

★子ども時代から大人になるまでずっと介護や見守りをする役割が続いていたり、家族もまた病気や障がい、
生活上の悩みを抱えていて、家族だけでは支えきれなくなっている

このように、様々な介護家族を支えたり支えあったりする必要があるなか、もっとみんなで知り合ったり、それ
ぞれの活動の対象や幅を少しずつ広げたり、家族以外にも、理解し支える市民や仕組みを増やす方法を一緒
に考えましょう。

今回は、３つの★に関連したテーマについて知り、高齢者とともに幅広く介護を必要とする人たちが集える場
づくりをしている新たな現場の事例をきき、参加者のいまの取り組みや状況について情報交換もしながら、３つ
の★に関心を寄せる新たな参加者も迎えた「つどい」を目指します。

※ 希望者は懇親会にもご参加ください（16:40～17:30）

キリン福祉財団助成事業

家族だけでは支えきれない‼



＜会場のご案内＞
飯田橋セントラルプラザ12階 東社協会議室（所在地：新宿区神楽河岸1-1）
JR飯田橋駅西口、地下鉄有楽町線・南北線・東西線・大江戸線 飯田橋駅(B2b出口)徒歩5分

※事前申込み制です。（当日の申込みはできません）
・会場参加の方は、当日12階受付へ直接お越しください。
・当日および開催前に発熱・体調不良のある方は参加をお控えください。

■参加申込方法 https://www.tvac.or.jp/3_2.html よりお申込みください。
または下記の参加申込書をFAXでも受付ます。※1月24日(水)まで受付。ただし定員になり次第締切。

オンライン参加の方には、Zoom詳細をEメールでお送りします。

－ － － － － － － － － － － － － － － － －
■参加申込書

ご住所

(〒 - )

参加方法（○を付けてください）
▶ 会場参加 ・ オンライン（Zoom）参加

会場参加の方は、懇親会に（ 参加する ・ 参加しない ）
※懇親会は、会費500円がかかります。(当日現金払い）

これまでの活動経験（該当するものに☑）
▶ □カフェやサロンに参加している、介護者の会に参加している

□カフェやサロンを支援している、介護者の会に支援している
□その他：具体的に (                                                                           )

▶備考（連絡事項）

⇒ FAX：０３－３２３５－００５０ （東京ボランティア・市民活動センター宛）

※アドレスをお持ちの方は、必ずご記入ください

電話番号

Eメール

●事例発表・情報交換 (13：05～15：35)
①介護当事者の想いと発信は 映像デザイン事務所CreDes 代表 米田 愛子さん

介護や見守りをする家族自身は、家族の中で介護をどう思っているのか。振り返ったり家族以外の人に伝えたり

するにはどのような方法があるのでしょうか。

②支援の場から見える課題とは 認定NPO法人 育て上げネット執行役員 蟇田 薫さん
介護や見守りをする役割が必要な中で、家族もまた生活上の困難を抱えている状況があるとき、どのようなかたち
での支援が必要となるのでしょうか。また、支援を難しくしている課題とはどのようなことでしょうか。

③つながりの場づくりは おもちゃの図書館全国連絡会理事長/子ども村ホッとステーション理事 鈴木 訪子さん
介護や見守りをする家族が幅広い年代に及ぶ状況の中、介護者の存在と支援の必要性に気付く場が多様に広が
り、また支えあう場や支える人がつながっていくにはどのような方法があるでしょうか。

●講演 介護事業所「いしいさん家」代表 石井 英寿さん (15：35～16：25)
介護を必要とする人と家族が幅広くなっているいま、多様な人たちがつどい、受け入れられ、居場所となる場はどの
ようにできるのか。「52間の縁側」でグッドデザイン賞を受賞した「いしいさん家」を通して、介護を必要とする人とその
家族、支え、支えあうことへの想いと実情をお話しいただきます。

名 前 ご所属

●懇親会 (16：40～17：30)
参加希望者による（会費500円、当日現金払い）
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